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科目の概要

多様な問題を抱えたこども達の児童福祉施設における養護の基本理念を理解し、具体的な援助内容、方法について演習
を通して理解を深めると同時に施設の保育者に求められる倫理・資質を学ぶ。
施設実習において、施設の概要を知り、利用者の特性・特徴を学んで臨むこととする。

学修内容 到達目標

① 社会的養護の理念と歴史的変遷
② 児童の権利擁護と児童家庭福祉
③ 社会的養護の制度,実施体系及び社会的養護の専門職・
実施者
④ 施設養護の基本原理と施設養護の実際(日常生活支援・
治療的支援・自立支援)
⑤ 社会的養護の現状と課題

① 現代社会における社会的養護の意義と歴史的変遷について
説明することができる。
② 社会的養護と児童福祉の関連性及び児童の権利擁護につい
て理解し、記述することができる。
③ 社会的養護の制度や実施体系について理解し、施設実習に
臨み、応用・反応することができる。
④ 社会的養護における児童の人権擁護及び自立支援について
理解し、実習において配慮することができる。
⑤ 社会的養護の現状と課題について理解し自分の考えを述べ
ることができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 自分の役割を明確にして課題に取り組むことができる

働きかけ力

実行力 講義終了後、その日のうちに必ず復習を実施することができる

考え抜
く力

課題発見力 それぞれの社会的養護の支援について知識・技術を確認し、グループごとに発表すること
ができる

計画力

創造力

グループの課題を明らかにしグループワークを進めることができる

発表に向けて、自分達のテーマに合わせた効果的な計画作成をおこなうことができる

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

支援計画に基づき分かりやすく発表するとともに、対象を理解して伝えることができる

グループワークや発表時、内容確認や質問を行い正確に理解するとともに話しやすい状況
をつくることができる

遅刻、無断欠席をしない。授業が円滑に進行するようルールを守ることができる。

テキスト及び参考文献

適宜プリントを配布する。
一年生で使用していた「現代の保育と社会的養護Ⅰ」を参考に使用する。

他科目との関連、資格との関連

他の科目との関連：社会的養護Ⅰ・ 子ども家庭福祉・社会福祉・施設実習Ⅰ・Ⅱ・施設実習指導Ⅰ・Ⅱ
資格との関係　：保育士　（准学校心理士）

学修上の助言 受講生とのルール

・授業中の私語は慎み積極的に授業に参加する
・配布プリントや資料は講義ノートに合わせてまとめ、内
容を整理しておく

・積極的なグループワーク、ディスカッションを行うこと
によりスムーズな発表ができるよう準備する。
・社会的養護の学習内容を確認するとともに新聞等での児
童家庭問題虐待問題に関心を持つ。
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実務経験のある教
員による授業科目
施設職員の経験から施設実
習がスムーズに行えるよう

指導する。



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

達成目標について実践できるとともに筆記試験においての
知識、グループワークと発表、授業での積極的発言の全て
満足できる評価が得られる。
つまり、社会的養護の内容を理解したうえで個々人に応じ
た自立支援計画を立案し具体的な自立支援について理解で
き、筆記試験において理解できていることが基準となる
(総合評価80点以上90点未満)。A以上の能力を有してお
り、筆記試験において説明できることが基準となる(総合
評価90点以上)をSとする。

達成目標について実践できるとともに筆記試験、小テスト
においての知識、グループワークと発表、授業での積極的
発言のある程度満足できる評価が得られることが基準とな
る。(総合評価７0点以上８0点未満)。Bの評価まで、理解
が達してない場合(総合評価６0点以上７0点未満)をCとす
る。つまり、社会的養護の仕組みを理解するとともに具体
的な援助方法能力を有する者とする。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

60

➀社会的養護としての施設養護の実態を知り種類別施設の内容を理
解しているか評価する。
➁社会的養護の実際を理解し、具体的な自立支援計画立案や個々人
に応じた
支援ができるかについて評価する。
➂自立支援について理解することができる。
➃個々人に応じた自立支援計画を立案し具体的な支援に繋けること
ができるか、自分の考えや対応方法を考える。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

20

➀各時点までの授業内容が、理解できているか確認する。
➁自分の考えや対応方法をまとめる。

② ✓

③

④

⑤

小テスト

①

0

②

③

④

⑤

レポート

① ✓

10

➀自立支援計画立案及び施設別、支援別事例検討をグループワーク
で実施し発表を行う。
②積極的なグループワーク、ディスカッション参加と発表について
社会人基礎力をいかに発揮するかを評価する。
③グループワーク後に自身の積極的なグループ活動の参加や発表等
についてレポートによる自己評価を行い、グループワークの気づき
を確認する。

② ✓

③ ✓

④

⑤

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

(主体性)指示がなくても課題に取り組むことが出来る
(実行力)自立支援計画、社会的養護の支援方法及びグループワークについて理
解することができる。
(課題発見力)自分の役割を明確にして課題に取り組むことができる。
(創造力) 自分達のテーマに合わせた効果的な計画作成をおこなうことができる
(発信力)発表することにより自分の役割を果たすことができる。
(傾聴力)発表を聞き評価することにより、自分の教育やグループワークを振り
返る事が出来る。
(規律性)遅刻、無断欠席をしない。授業が円滑に進行するようルールを守るこ
とができる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



達成目標について実践できるとともに筆記試験、小テスト
においての知識、グループワークと発表、授業での積極的
発言のある程度満足できる評価が得られることが基準とな
る。(総合評価７0点以上８0点未満)。Bの評価まで、理解
が達してない場合(総合評価６0点以上７0点未満)をCとす
る。つまり、社会的養護の仕組みを理解するとともに具体
的な援助方法能力を有する者とする。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

児童養護の概念
(1)家庭や社会の役割
について
(2)こどもの権利と社
会的養護について基本
原則を学ぶ

講義 こどもにとっての家庭
の役割と機能について
理解し、こどもの権利
について考えを述べる
ことができる。自分の
考えを積極的に発言す
ることができる。

予習
教科書にて学習範囲を
確認する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
発信力
規律性

2

児童養護の概念
(3)児童養護の歴史的
変遷について学ぶ
・施設実習の心得につ
いて学ぶ

講義
・グループ討議後
フィードバックとして
発表する

わが国における児童養
護の歴史と先駆者の取
り組みについて基本的
な流れを理解すること
ができる。自分の考え
を積極的に発言するこ
とができる。

復習:採用試験対策と
して児童養護における
歴史的変遷について年
表を復習すること。
予習:教科書にて学修
範囲を確認する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

社会的養護の制度と実
施体系
(1)社会的養護の制度
と法体系について学ぶ

講義 社会的養護に関連する
法律について基本的な
目的・内容について述
べることができる。自
分の考えを積極的に発
言することができる。

復習:社会的養護に関
連する法律の目的、内
容について年代を追い
ながら確認する。
予習:教科書にて学修
範囲を確認する。

180

主体性
実行力
計画力
創造力
発信力
規律性

4

社会的養護の制度と実
施体系
(2)社会的養護の仕組
みと実施体系について
学ぶ

・講義
・DVD視聴
・フィードバックとし
て個人ワークを完成さ
せる。

児童養護サービスを提
供する場についての理
解し、施設ごとの目的
及び特徴を記述するこ
とができる。自分の考
えを積極的に発言する
ことができる。

復習:法律に基づいた
施設ごとの目的や特徴
について自分でワーク
シートを完成させる。
予習:教科書にて学修
範囲を確認する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
発信力
規律性

5

社会的養護の制度と実
施体系
(3)家庭的養護と施設
養護の違い及び特徴に
ついて学ぶ
・施設実習の心得につ
いて学ぶ

・ワーク発表
・講義
・DVD視聴

施設養護と家庭養護に
ついて理解するととも
に施設養護の意味や特
質、機能について理解
し述べることができ
る。自分の考えを積極
的に発言することがで
きる。

復習:ワークシートで
不十分な項目について
再度確認し、施設ごと
の特徴を理解する。
予習:教科書にて学修
範囲を確認する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

社会的養護の制度と実
施体系
(4)社会的養護の専門
職・実施者について学
ぶ

・個人ワーク
・講義
・フィードバックとし
て小テストを行う。

社会的養護に関わる専
門職の名称、役割等に
ついて法的根拠ととも
に記述することができ
る。自分の考えを積極
的に発言することがで
きる。

復習:社会的養護に関
わる専門職の名称、役
割等について自分で
ワークシートを完成さ
せる。
予習:教科書にて学修
範囲を確認する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
発信力
規律性

7

家庭養護の本質と実際
について学ぶ
・施設実習の心得につ
いて学ぶ

・ワーク発表
・講義・DVD視聴

家庭養護に関する制度
について学び家庭養護
の原理と特徴について
述べることができる。
自分の考えを積極的に
発言することができ
る。

復習:ワークシートで
不
十分な項目について再
度確認し、専門職の名
称、役割について理解
する。
予習:教科書にて学修
範囲を確認する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

施設養護の種類と内容
(1)養護系施設につい
て学ぶ
・施設実習の心得につ
いて学ぶ

・個人ワーク
・講義・DVD視聴

養護系施設についてそ
れぞれの特徴を理解す
るとともに援助者とし
ての支援について記述
することができる。自
分の考えを積極的に発
言することができる。

復習:養護系施設につ
いてそれぞれの特徴に
ついて自分でワーク
シートを完成させる。
予習:教科書にて学修
範囲を確認する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
発信力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

施設養護の種類と内容
(2)障害系施設につい
て学ぶ
・施設実習の心得につ
いて学ぶ

・個人ワーク
・講義
・DVD視聴

障害系施設についてそ
れぞれの特徴を理解す
るとともに援助者とし
ての支援について記述
することができる。自
分の考えを積極的に発
言することができる。

復習:障害系施設につ
いてそれぞれの特徴に
ついて自分でワーク
シートを完成させる。
予習:教科書にて学修
範囲を確認する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

施設養護の種類と内容
(3)治療・育成系施設
について学ぶ

・個人ワーク
・講義
・DVD視聴
・フィードバックの小
テスト

治療・育成系施設につ
いてそれぞれの特徴を
理解するとともに援助
者としての支援につい
て記述することができ
る。自分の考えを積極
的に発言することがで
きる。

復習:治療・育成系施
設についてそれぞれの
特徴について自分で
ワークシートを完成さ
せる。
予習:教科書にて学修
範囲を確認する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
発信力
規律性

11

施設養護の実際
(1)日常生活・自立援
助について学ぶ

・ワーク発表
・講義
・DVD視聴

施設養護の実際として
日常生活・自立援助に
おける具体的な取り組
みについて述べること
ができる。自分の考え
を積極的に発言するこ
とができる。

復習:ワークシートで
不
十分な項目について再
度確認し、施設ごとの
特徴について配置基準
も含めて理解する。
予習:教科書にて学修
範囲を確認する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

施設養護の実際
(2)支援的援助につい
て学ぶ
・施設実習の心得につ
いて学ぶ

・講義
・DVD視聴

施設養護の実際として
支援的援助における具
体的な取り組みについ
て述べることができ
る。自分の考えを積極
的に発言することがで
きる。

復習:社会的養護にお
け
る関連機関について種
類・役割・特徴を理解
するため資料を確認す
る。
予習:教科書にて学修
範囲を確認する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
発信力
規律性

13

施設養護の実際
(3)関係調整について
学ぶ

・講義
・DVD視聴
・グループ討議後
フィードバックとして
発表する

施設養護の実際として
関連機関との関係調整
における具体的な取り
組みについて述べるこ
とができる。自分の考
えを積極的に発言する
ことができる。

復習:社会的養護にお
ける関連機関について
種類・役割・特徴を理
解するため資料を確認
する。
予習:教科書にて学修
範囲を確認する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

社会的養護の現状と課
題
(1)施設等の運営管理
について学ぶ
(2)専門的援助技術に
ついて学ぶ

・講義
・DVD視聴

援助者としての理念、
資質、専門的援助技術
について述べることが
できる。自分の考えを
積極的に発言すること
ができる。

復習:社会的養護にお
ける関連機関について
種類・役割・特徴を理
解するため資料を確認
する。
予習:教科書にて学修
範囲を確認する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
発信力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

社会的養護の現状と課
題
(3)社会的養護と地域
福祉について及び今後
の課題について学ぶ

・講義
・DVD視聴
・フィードバックの小
テスト

今後の課題と対策につ
いて理解し自分の考え
を述べることができ
る。自分の考えを積極
的に発言することがで
きる。

復習:社会的養護にお
ける関連機関について
種類・役割・特徴を理
解するため資料を確認
する。
予習:教科書にて学修
範囲を確認する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


